
(57)【要約】

【課題】あるときは不随意的に、またあるときは随意的

に制御されるユーザの身体器官の運動をユーザにフィー

ドバックさせる。

【解決手段】　合成用画像データ記憶部５に背景となる

画像を記憶させる。画像処理部６は、カメラ８で撮影し

たユーザの画像と背景の画像とを画像処理部６で合成す

る。画像を合成する際、ユーザの画像は、呼吸センサ７

の出力に連動した、フェードイン及びフェードアウトす

る。ユーザは、表示部１０に表示された画像を基に呼期

と吸期、及び呼吸の深さを知る。表示画面の変化は、ユ

ーザの呼吸に何らかの変化をもたらす。そして、ユーザ

の呼吸に応じて呼吸可視化装置１の表示部１０が変化す

る。このように、呼吸可視化装置１とユーザとの呼吸器

官との間でフィードバックループが形成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 不 随 意 的 又 は 随 意 的 に 制 御 さ れ る 身 体 器 官 の 運 動 を 生 体 情 報 と し て 検 出 す る 検 出 手 段 と
、
　 情 報 を 提 示 す る 提 示 手 段 と 、
　 上 記 検 出 手 段 が 検 出 し た 生 体 情 報 に 基 づ い て 上 記 提 示 手 段 の 提 示 内 容 を 制 御 す る 提 示 内
容 制 御 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 生 体 情 報 は 、 呼 吸 運 動 、 眼 球 運 動 、 瞬 目 、 筋 電 位 の 少 な く と も １ つ で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 提 示 手 段 は 、 画 像 、 音 声 、 光 、 振 動 の 少 な く と も １ つ を 用 い て 生 体 情 報 に 基 づ く 情
報 を ユ ー ザ に 提 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 運 動 は 、 呼 吸 運 動 で あ っ て 、
　 上 記 提 示 制 御 手 段 は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 器 官 が 空 気 を 吸 入 し て い る か 、 排 出 し て い る か を 提
示 手 段 に 提 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 提 示 制 御 手 段 は 、 画 像 表 示 手 段 で あ り 、
　 上 記 提 示 制 御 手 段 は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 連 動 し て 変 化 す る 画 像 を 上 記
提 示 手 段 に 表 示 さ せ る こ と
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 画 像 の 変 化 は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 対 し て 時 間 的 に 遅 延 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 画 像 は 、 ユ ー ザ の 身 体 の 少 な く と も 一 部 の 画 像 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記
載 の 生 体 情 報 提 供 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 画 像 は 、 ユ ー ザ の 顔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 提 示 制 御 手 段 は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 連 動 し て 上 記 画 像 を フ ェ ー ド
イ ン 及 び フ ェ ー ド ア ウ ト さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 提 示 画 像 は 、 背 景 画 像 と ユ ー ザ の 被 写 画 像 と で 構 成 さ れ 、
　 上 記 提 示 制 御 手 段 は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 連 動 し て 上 記 ユ ー ザ の 被 写 画
像 の 合 成 比 率 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 不 随 意 的 又 は 随 意 的 に 制 御 さ れ る 身 体 器 官 の 運 動 を 生 体 情 報 と し て 検 出 す る 検 出 工 程 と
、
　 上 記 生 体 情 報 に 基 づ い て 身 体 器 官 の 動 き を 示 す 提 示 内 容 を 生 成 す る 提 示 内 容 生 成 工 程 と
、
　 上 記 提 示 内 容 を ユ ー ザ に 提 示 す る 提 示 工 程 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 提 示 工 程 で は 、 上 記 検 出 工 程 で 検 出 し た 呼 吸 器 官 の 運 動 を ユ ー ザ に 提 示 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 上 記 提 示 内 容 は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 器 官 が 空 気 を 吸 入 し て い る か 、 排 出 し て い る か を 示 す こ
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と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 上 記 提 示 内 容 生 成 工 程 で は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 連 動 し て 変 化 す る 画 像
を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 画 像 の 変 化 は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 対 し て 時 間 的 に 遅 延 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ユ ー ザ に 遅 延 時 間 を 設 定 さ せ る 遅 延 時 間 設 定 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５
記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 上 記 画 像 は 、 ユ ー ザ の 身 体 の 少 な く と も 一 部 の 画 像 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４
記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 上 記 画 像 は 、 ユ ー ザ の 顔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 上 記 提 示 制 御 手 段 は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 連 動 し て 上 記 画 像 を フ ェ ー ド
イ ン 及 び フ ェ ー ド ア ウ ト さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 上 記 画 像 は 、 背 景 画 像 と ユ ー ザ の 被 写 画 像 と で 構 成 さ れ 、
　 上 記 提 示 制 御 工 程 で は 、 呼 吸 器 官 に よ る 空 気 の 吸 入 と 排 出 に 連 動 し て 上 記 ユ ー ザ の 被 写
画 像 の 合 成 比 率 を 変 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 上 記 生 体 情 報 は 、 眼 球 運 動 、 瞬 目 、 筋 電 位 の 少 な く と も １ つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 上 記 提 示 工 程 で は 、 画 像 、 音 声 、 光 、 振 動 の 少 な く と も １ つ を 用 い て 生 体 情 報 に 基 づ く
情 報 を ユ ー ザ に 提 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 生 体 情 報 提 示 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ユ ー ザ の 身 体 器 官 の 運 動 を 示 す 生 体 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 す る 生 体 情 報 提 示 装
置 、 及 び 生 体 情 報 提 示 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 呼 吸 器 官 は 、 脳 の な か の 脳 幹 と い わ れ る 部 分 に あ る 呼 吸 中 枢 に よ っ て 制 御 さ れ て お り 、
ユ ー ザ の 意 思 と は 関 係 な く 動 作 す る 。 呼 吸 中 枢 は 、 体 の 細 胞 が 活 動 す る た め の エ ネ ル ギ ー
を 作 る 酸 素 が 足 り て い る か ど う か 、 そ し て 作 ら れ た 二 酸 化 炭 素 が 正 確 に 排 出 さ れ て い る か
ど う か を チ ェ ッ ク し 、 そ れ に 応 じ て 呼 吸 筋 を 強 め た り 弱 め た り す る 指 令 を 発 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 呼 吸 に 使 う 筋 肉 は 、 ユ ー ザ の 意 思 で 動 か す こ と の で き る 随 意 筋 で あ る た め 、 人 間
は 、 自 分 の 意 思 で 呼 吸 を 制 御 す る こ と も で き る 。 意 識 的 な 呼 吸 は 、 心 身 の 制 御 に も 関 連 す
る と い わ れ て い る 。 例 え ば 、 踊 り の 世 界 で は 、 息 を 吐 き な が ら 振 り を つ け る と 動 き が 滑 ら
か に な り 、 息 を 止 め る と 素 早 い 動 作 を 無 理 な く 停 止 さ せ る こ と が で き る と い わ れ て い る 。
ま た 、 武 術 の 世 界 で は 、 息 を 吐 く と き は 通 常 よ り も 大 き な 力 を 発 し 、 深 い 呼 吸 を す る こ と
に よ り 心 を 落 ち 着 か せ る こ と が で き る と い わ れ て い る 。 さ ら に 、 呼 吸 法 は 、 管 楽 器 の 演 奏
、 水 泳 、 発 声 法 な ど の ト レ ー ニ ン グ や ヨ ガ 、 気 功 な ど の ト レ ー ニ ン グ に も 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 呼 吸 器 官 の 運 動 は 、 外 見 か ら は 判 断 し が た い の で 、 呼 吸 法 の ト レ ー ニ ン グ の 際 に は 人 間
が 感 覚 的 に 自 分 の 腹 部 や 胸 部 の 動 き を 認 識 し 、 認 識 結 果 を 基 に 正 し い 呼 吸 法 が 行 わ れ て い
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る か 自 分 で 判 断 す る 。 感 覚 に よ る 判 断 は 、 客 観 性 に 欠 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 、 生 体 情 報 を 音 と し て フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る 相 互 フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ ム が 存 在 し
た が 、 こ の シ ス テ ム は ２ 人 の 人 間 が 互 い の 生 体 情 報 を リ ア ル タ イ ム で 交 換 し 、 お 互 い の 相
互 理 解 を 高 め る た め の も の で あ る 。 こ の シ ス テ ム で は 、 ユ ー ザ が 自 己 の 呼 吸 器 官 の 運 動 を
認 識 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ９ ０ ９ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 あ る と き は 不 随 意 的 に 、 ま た あ る と き は 随 意 的 に 制 御 さ れ る ユ ー ザ の 身 体 器
官 の 運 動 を ユ ー ザ に フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る 生 体 情 報 提 示 装 置 及 び 生 体 情 報 提 示 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 生 体 情 報 提 示 装 置 は 、 不 随 意 的 又 は 随 意 的 に 制 御 さ れ る 身 体 器 官 の 運 動
を 生 体 情 報 と し て 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 情 報 を 提 示 す る 提 示 手 段 と 、 検 出 手 段 が 検 出 し た
生 体 情 報 に 基 づ い て 提 示 手 段 の 提 示 内 容 を 制 御 す る 提 示 内 容 制 御 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に か か る 生 体 情 報 提 示 方 法 は 、 不 随 意 的 又 は 随 意 的 に 制 御 さ れ る 身 体 器 官
の 運 動 を 生 体 情 報 と し て 検 出 す る 検 出 工 程 と 、 生 体 情 報 に 基 づ い て 身 体 器 官 の 動 き を 示 す
提 示 内 容 を 生 成 す る 提 示 内 容 生 成 工 程 と 、 提 示 内 容 を ユ ー ザ に 提 示 す る 提 示 工 程 を 有 す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 不 随 意 的 又 は 随 意 的 に 制 御 さ れ る 身 体 器 官 の 運 動 を 可 視 化 し た た め 、
今 ま で 感 覚 的 だ っ た 運 動 の ト レ ー ニ ン グ の 評 価 を 判 り や す く し た 。 ま た 、 自 律 神 経 に よ る
不 随 意 的 な 制 御 を 意 識 す る よ う に な り 、 人 体 の 無 意 識 の 動 き を 制 御 す る と い う エ ン タ ー テ
イ ン メ ン ト 的 な 利 用 も 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 適 用 し た 呼 吸 可 視 化 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 呼 吸 可 視 化
装 置 は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 器 官 の 動 き を 示 す 画 像 を 生 成 し 表 示 す る 装 置 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 呼
吸 可 視 化 装 置 の 表 示 内 容 か ら 自 己 の 呼 吸 器 官 の 動 き を 認 識 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 呼 吸 可 視 化 装 置 １ と 、 ユ ー ザ の 呼 吸 器 官 と は 、 図 １ に 示 す よ う な フ ィ ー ド バ ッ ク シ ス テ
ム を 形 成 し て い る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ が 呼 吸 を す る と 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 表 示 画 面 が 変 化
す る 。 表 示 画 面 の 変 化 は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 に 何 ら か の 変 化 を も た ら す 。 そ し て 、 ユ ー ザ の 呼
吸 の 変 化 に 応 じ て 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 表 示 画 面 が 変 化 す る 。 ユ ー ザ は 、 こ の よ う な フ ィ ー
ド バ ッ ク シ ス テ ム の な か で 、 普 段 意 識 し な い 呼 吸 器 官 の 動 き を 知 り 、 意 識 的 に 呼 吸 器 官 の
動 き を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 合 成 用 画 像 デ ー タ 記 憶 部 ５
は 、 背 景 と な る 画 像 を 記 憶 し て い る 。 画 像 処 理 部 ６ は 、 カ メ ラ ８ で 撮 影 し た ユ ー ザ の 画 像
と 背 景 の 画 像 と を 画 像 処 理 部 ６ で 合 成 す る 。 画 像 を 合 成 す る 際 、 ユ ー ザ の 画 像 は 、 呼 吸 セ
ン サ ７ の 出 力 に 連 動 し て 、 フ ェ ー ド イ ン 又 は フ ェ ー ド ア ウ ト す る 。 生 成 し た 画 像 は 、 表 示
部 １ ０ に 出 力 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） ２ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Mem
ory） ３ に 記 憶 し て い る プ ロ グ ラ ム や 設 定 情 報 を Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） ４ に 展
開 し 、 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 制 御 を 行 う 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 呼 吸 セ ン サ ７ は 、 通 常 、 伸 縮 性 の ベ ル ト で で き て お り 、 胸 部 や 腹 部 に 巻 き つ け る 。 胸 部
に 巻 き つ け た 呼 吸 セ ン サ ７ は 胸 式 呼 吸 を 検 出 し 、 腹 部 に 巻 き つ け た 呼 吸 セ ン サ ７ は 腹 式 呼
吸 を 検 出 す る 。 呼 吸 セ ン サ ７ は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 運 動 に 連 動 し て 膨 張 、 収 縮 す る 。 呼 吸 セ ン
サ ７ に は 、 伸 縮 の 度 合 い に 応 じ て 電 気 的 な 抵 抗 値 が 変 化 す る 素 材 が 使 わ れ て い る 。 呼 吸 セ
ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 高 い ほ ど 呼 吸 セ ン サ ７ が 伸 び て い る 状 態 、 す な わ ち 息 を た く さ ん 吸
っ て い る 状 態 で あ る 。 本 明 細 書 で は 、 ユ ー ザ が 体 内 に 空 気 を 吸 い 込 ん だ 量 を 呼 吸 の 深 さ と
記 す 。 呼 吸 の 深 さ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル と 関 連 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ３ の 縦 軸 は 呼 吸 セ ン サ ７ の
出 力 レ ベ ル 、 横 軸 は 時 間 を 示 す 。 ユ ー ザ が 息 を 吸 っ て い る と き 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ
ル は 徐 々 に 上 昇 し 、 ユ ー ザ が 息 を 吐 い て い る と き 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル は 徐 々 に 下 降
す る 。 ユ ー ザ が 息 を 吸 っ て も 吐 い て も い な い と き は 、 出 力 レ ベ ル が 一 定 で あ る 。 本 明 細 書
で は 、 傾 き が 正 の 区 間 を 吸 期 と 記 し 、 傾 き が 負 の 区 間 を 呼 期 と 記 し 、 出 力 が 一 定 な 区 間 を
無 呼 吸 期 と 記 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 期 に お い て 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 小 に な る と 呼 期
の 回 数 （ 呼 回 数 ） を イ ン ク リ メ ン ト す る 。 ま た 、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 吸 期 に お け る
呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 大 に な る と 吸 期 の 回 数 （ 吸 回 数 ） を イ ン ク リ メ ン ト す る 。
さ ら に 、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 回 数 を イ ン ク リ メ ン ト し た 時 刻 と 、 吸 回 数 を イ ン ク
リ メ ン ト し た 時 刻 と を 記 憶 部 に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 呼 回 数 を イ ン ク リ メ ン ト し た 時 刻 か ら 次 に 呼 回 数 を イ ン ク リ メ ン ト す る 時 刻 ま で の 時 間
は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 周 期 に 対 応 す る 。 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 回 数 を イ ン ク リ メ ン ト し
た 時 刻 の 間 隔 を 基 に 呼 吸 周 期 を 算 出 す る 。 ま た 、 単 位 時 間 あ た り の 呼 回 数 又 は 吸 回 数 は 、
単 位 時 間 あ た り の 呼 吸 サ イ ク ル の 回 数 を 示 し て い る 。 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 現 在 の 時
間 か ら 一 分 間 前 ま で の 呼 回 数 ま た は 吸 回 数 を 計 数 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 背 景 に な る 画 像 と 、 カ メ ラ ８ で 撮 像 し た ユ ー ザ の 画 像 と を 重 ね 合 わ せ
る 。 画 像 処 理 部 ６ の 生 成 す る 画 像 は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 に 連 動 し て 変 化 す る 。 こ こ で は 、 ユ ー
ザ の 呼 吸 に 連 動 し て ユ ー ザ の 画 像 が フ ェ ー ド イ ン 又 は フ ェ ー ド ア ウ ト す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 背 景 に な る 画 像 と ユ ー ザ の 画 像 と を α ブ レ ン デ ィ ン グ す る 。 α ブ レ ン
デ ィ ン グ は 、 背 景 画 像 に 半 透 明 の 画 像 を 足 し 合 わ せ る 画 像 処 理 で あ る 。 α 値 は 、 画 像 の 透
明 度 を 示 し 、 α 値 が 高 く な る ほ ど 画 像 の 透 明 度 が 高 く な る 。 α 値 は 、 ０ ～ １ の 値 を と り 、
α 値 が ０ の と き 、 ユ ー ザ の 画 像 は 鮮 明 で あ り 、 α 値 が 上 昇 す る に つ れ て ユ ー ザ の 画 像 が 次
第 に 透 明 に な り 。 α 値 が １ に な る と ユ ー ザ の 画 像 は 消 え て し ま う 。 α ブ レ ン デ ィ ン グ で は
、 α 値 を 変 換 す る こ と に よ り ユ ー ザ の 画 像 を フ ェ ー ド イ ン 及 び フ ェ ー ド ア ウ ト さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 α 値 の 算 出 と 、 画 像 の 合 成 を 行 う 。 α 値 を 算 出 す る 場 合 に は 、 α 値 が
１ 及 び ０ に な る と き の 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル を 設 定 す る 。 出 力 レ ベ ル の 設 定 は 、 呼 吸
セ ン サ ７ の 装 着 時 に キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を 行 っ て も よ い し 、 画 像 処 理 部 ６ が 学 習 に よ り ユ
ー ザ の 呼 吸 量 を 判 断 し て も よ い 。 画 像 処 理 部 ６ は 、 α 値 が ０ ～ １ の 値 に な る よ う に 呼 吸 セ
ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル に 合 わ せ て α 値 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 算 出 し た α 値 を 用 い て 画 像 の 合 成 を 行 う 。 図 ４ は 、 画 像 処 理 部 ６ の 画
像 合 成 処 理 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 カ メ ラ ８ で 撮 像 さ れ た ユ ー ザ の 像
は 、 合 成 用 画 像 デ ー タ 記 憶 部 ５ に 保 存 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 画 像 処 理 部 ６ は 、 カ メ ラ
８ が 撮 像 し た 画 像 と 背 景 画 像 の 差 分 を と り 、 ユ ー ザ の み の 画 像 を 抽 出 す る 。 背 景 画 像 は 、
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予 め 合 成 用 デ ー タ 記 憶 部 に 記 憶 し て い る 。 こ の 画 像 は 、 ユ ー ザ が い な い と き に カ メ ラ ８ で
取 り 込 ん で お い た も の で あ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 背 景 画 像 と 、 ユ ー ザ の み の 画 像 と の 合 成 を 行 う 。 図 ５ は 、 画 像 処 理 部
６ に お け る α ブ レ ン デ ィ ン グ 処 理 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、 左 側 上 段 は 背
景 と な る 画 像 ２ １ 、 左 側 下 段 は カ メ ラ ８ が 撮 像 し た 画 像 か ら 背 景 を 除 い た 画 像 ２ ２ で あ る
。 画 像 処 理 部 ６ は 、 画 像 合 成 用 デ ー タ 記 憶 部 に 記 憶 し た 背 景 画 像 ２ １ に 透 明 度 α を 掛 け た
も の と 、 カ メ ラ ８ で 撮 像 し た ユ ー ザ の 画 像 ２ ２ に １ － α を 掛 け た も の を 足 し 合 わ せ て 合 成
し 合 成 画 像 ２ ３ を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 画 像 処 理 部 ６ は 、 合 成 画 像 ２ ３ を 表 示 部 １
０ に 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ は 、 画 像 処 理 部 ６ が 生 成 し た 画 像 の 例 を 示 す 。 図 ６ の 下 段 に は 、 ユ ー ザ が 息 を 吸 い
始 め て か ら 息 を 吸 い 終 わ る ま で の 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル を 示 す グ ラ フ が 描 画 さ れ て い
る 。 ま た 、 図 ６ の 上 段 に は 、 画 像 処 理 部 ６ が 生 成 し た 画 像 が 描 画 さ れ て い る 。 ａ 地 点 は 、
ユ ー ザ が 息 を 吸 い 始 め る 前 の 出 力 レ ベ ル を 示 し て い る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ の 肺 に は 空 気 が
吸 入 さ れ て い な い 。 α 値 は １ で あ り 、 ユ ー ザ の 画 像 は 表 示 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ｂ 地 点 で は 、 ユ ー ザ が 少 し 息 を 吸 い 込 み 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 高 く な る 。 α 値 は
、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル に 反 比 例 し て 小 さ く な る 。 α 値 が 小 さ く な る と 、 ユ ー ザ の 画
像 が 鮮 明 に な る 。 ｃ 地 点 で は 、 ユ ー ザ が 十 分 に 息 を 吸 い 込 み 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル
が 極 大 に な っ て い る 。 こ の と き 、 α 値 が ０ に な り 、 ユ ー ザ の 画 像 が 鮮 明 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ユ ー ザ が 息 を 吐 き 始 め る と 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 小 さ く な る 。 α 値 は 、 こ れ に
反 比 例 し て 徐 々 に 増 大 し 、 ｄ 地 点 で は 、 ユ ー ザ の 画 像 が 半 透 明 に 表 示 さ れ る 。 ユ ー ザ が 息
を 吐 き 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 小 と な る ｅ 地 点 で は 、 ユ ー ザ の 画 像 が 表 示 さ れ な く
な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 に 遅 延 し て 変 化 す る 画 像 を 生 成 す る こ と も 可 能 で
あ る 。 遅 延 し た 画 像 を 生 成 す る 場 合 に は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を Ｒ Ａ Ｍ に 一 旦 記 憶 し 、 遅
延 時 間 が 経 過 し た と き に 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を 読 み 出 し 、 こ の 出 力 に 応 じ た α 値 を 算 出
し 、 表 示 画 面 に 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 図 ７ を 参 照 し て 上 述 し た 構 成 を 備 え る 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 動 作 を 説 明 す る 。 こ の
処 理 で は 、 呼 吸 運 動 に 遅 延 し た 画 像 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 呼 吸 セ ン サ ７ が 呼 吸 運 動 を 示 す 生 体 情 報 を 検 出 し 、 検 出 結 果 を 呼 吸 可 視 化 装 置 １
の 本 体 に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ
ベ ル が 増 加 し て い る と き は ユ ー ザ が 息 を 吸 っ て い る と 判 断 し 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル
が 減 少 し て い る と き は ユ ー ザ が 息 を 吐 い て い る と 判 断 す る 。 ユ ー ザ が 息 を 吸 っ て い る と き
、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 大 に な る ま で 待 機 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ２ ； Ｎ Ｏ ） 。 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 大 に な る
と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ； Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 吸 回 数 を イ ン ク リ メ ン ト し 、 こ の 時 刻 を Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 さ
せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 減 少 し て い る と き は ユ ー
ザ が 息 を 吐 い て い る と 判 断 す る 。 ユ ー ザ が 息 を 吐 い て い る と き 、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ は
、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 小 に な る ま で 待 機 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ； Ｎ Ｏ ） 。 呼 吸
デ ー タ 処 理 部 １ １ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 最 小 に な る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ； Ｙ Ｅ
Ｓ ） 、 呼 回 数 を イ ン ク リ メ ン ト し 、 こ の 時 刻 を Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 画 像 処 理 部 ６ は 、 遅 延 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 断 し 、 遅 延 時 間 経 過 し て い な い 場 合 に
は （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ； Ｎ Ｏ ） 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を Ｒ Ａ Ｍ に 記 憶 す る 。 こ の 場 合 、 画 像
処 理 部 ６ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 先 入 れ 先 出 し 方 式 ） で 記 憶 す る （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ７ ） 。 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を 記 憶 し た 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 処 理 を 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 遅 延 時 間 が 経 過 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ； Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 画 像 処 理 部 ６ は 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ
か ら デ ー タ を １ つ 取 り 出 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ） 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル の ユ ー ザ の 体
質 に あ っ た 値 に 補 正 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 画 像 合 成 用 デ ー タ 記 憶 部 に 記 憶 し た 背 景 画 像 と 、 カ メ ラ ８ が 撮 像 し た
ユ ー ザ の 画 像 と を α ブ レ ン デ ィ ン グ す る 。 こ の α 値 は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 の 深 さ に 反 比 例 し て
変 化 す る た め 、 ユ ー ザ の 画 像 は 、 呼 吸 の 深 さ に 応 じ て 濃 く な っ た り 、 薄 く な っ た り す る （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 画 像 処 理 部 ６ は 、 合 成 し た 画 像 を 表 示 部 １ ０ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。 次 い で 、
呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 ユ ー ザ か ら 画 像 表 示 の 停 止 指 示 が 入 力 さ れ て い る か 否 か を 検 出 す る
。 呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 停 止 指 示 が 入 力 さ れ て い る 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ； Ｙ Ｅ Ｓ ）
、 画 像 の 表 示 を 終 了 す る 。 一 方 、 停 止 指 示 が 入 力 さ れ て い な い 場 合 に は （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２
； Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 処 理 を 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 ユ ー ザ の 呼 吸 の 深 さ 、 呼 吸 の 周 期 な ど の 呼 吸 運 動 を
示 す 画 像 を 生 成 し て 表 示 部 １ ０ に 表 示 さ せ る 。 ユ ー ザ は 、 こ の 画 像 を 見 る こ と に よ り 、 自
身 の 呼 吸 に つ い て 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 こ の 呼 吸 可 視 化 装 置 １ で は 、 カ メ ラ ８ が 撮 像 し た ユ ー ザ の リ ア ル タ イ ム の 画 像 を
フ ェ ー ド イ ン フ ェ ー ド ア ウ ト さ せ る た め 、 呼 吸 に 合 わ せ て ユ ー ザ 自 身 だ け が 消 え て し ま っ
た り 、 出 現 し た り を 繰 り 返 す た め 映 像 的 な イ ン パ ク ト が 大 き く 、 呼 吸 へ の 意 識 を 高 め る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 自 己 の 身 体 内 部 で 起 き る 呼 吸 運 動 を 客 観 的 に 眺 め る エ ン タ ー テ イ
ン メ ン ト 用 の 装 置 に 適 用 す る こ と も で き る し 、 呼 吸 法 を 改 善 す る た め の ト レ ー ニ ン グ 用 装
置 に も 使 用 す る こ と も で き る 。 呼 吸 可 視 化 装 置 １ を ト レ ー ニ ン グ 用 に 使 用 す る 場 合 に は 、
効 率 よ く ト レ ー ニ ン グ を す る た め に 、 呼 吸 セ ン サ ７ 以 外 の 生 体 情 報 セ ン サ を 組 み 合 わ せ て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 、 ヨ ガ や 武 術 な ど で 古 来 よ り 実 践 さ れ て い る 呼 吸 法 で は 、 横 隔 膜 の 上 下 動 に よ る
腹 式 呼 吸 を 推 奨 す る 。 ま た 、 息 を 鼻 で 吸 い 、 吐 く 時 に は 声 帯 を 振 動 さ せ る 。 さ ら に 、 下 腹
部 に 力 を 入 れ て 腰 を 安 定 さ せ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 横 隔 膜 、 声 帯 、 下 腹 部 の 筋 肉 な ど 複 数 の 体 の 部 位 を 一 度 に 意 識 す る の は 、 非 常 に 集 中 力
が 必 要 で あ る 。 ト レ ー ニ ン グ 用 の 呼 吸 可 視 化 装 置 １ で は 、 人 間 が 意 識 し な く て は な ら な い
箇 所 に セ ン サ を 取 り 付 け 、 正 し く 呼 吸 法 が 行 わ れ て い る か 否 か を ユ ー ザ に 提 示 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 生 体 情 報 セ ン サ と し て 、 腹 部 と 胸 部 に 取 り 付 け る 呼 吸 セ ン サ ７ と
、 下 腹 部 に 取 り 付 け る 筋 電 位 セ ン サ と 、 咽 喉 に 取 り 付 け る 振 動 セ ン サ を 備 え る 。 呼 吸 セ ン
サ ７ は 、 腹 式 呼 吸 と 胸 式 呼 吸 を 同 時 に 計 測 し 、 ユ ー ザ が 腹 式 呼 吸 を し て い る か 否 か を 検 出
す る 。 下 腹 部 の 筋 電 位 セ ン サ は 下 腹 部 の 筋 肉 に 力 が 入 っ て い る か 否 か を 検 出 し 、 声 帯 に 取
り 付 け た 振 動 セ ン サ は 声 帯 が 振 動 さ れ て い る か 否 か を 検 出 す る 。 呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 こ
れ ら の 生 体 情 報 セ ン サ の 検 出 結 果 を 基 に ど の 箇 所 の 鍛 錬 が 必 要 か と い う こ と が 判 別 で き る
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。 呼 吸 可 視 化 装 置 １ で は 、 鍛 錬 が 必 要 な 箇 所 を ユ ー ザ に 提 示 し て 、 ユ ー ザ の 呼 吸 を 正 し い
呼 吸 法 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 呼 吸 法 は 、 瞑 想 し た 状 態 で ト レ ー ニ ン グ す る こ と も 多 い 。 ま た 、 ダ ン ス や ス ポ ー
ツ に 呼 吸 法 を 取 り 入 れ た 場 合 に は 、 画 面 を 見 る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 ト レ ー ニ ン グ 用
の 呼 吸 可 視 化 装 置 １ で は 、 呼 吸 運 動 を 音 声 や 振 動 で 出 力 し て 目 を と じ た と き や 体 を 動 か し
て い る ユ ー ザ に も 呼 吸 運 動 を 通 知 す る こ と が で き る 。 音 声 で 出 力 す る と き に は 、 呼 気 や 吸
気 に 合 わ せ て ビ ー プ 音 を 鳴 ら し た り 、 そ の 音 声 信 号 の 音 程 や 音 量 を 変 化 さ せ た り 、 「 下 腹
部 に 力 を 入 れ て く だ さ い 。 」 な ど 鍛 錬 の 必 要 な と こ ろ を 言 葉 で 指 示 し た り す る 。 複 数 の ユ
ー ザ が い る 場 所 で の 音 声 出 力 の 場 合 は 、 ユ ー ザ ご と に 異 な る 音 声 を 使 用 し 、 的 確 な フ ィ ー
ド バ ッ ク シ ス テ ム と な る こ と が 望 ま し い 。 振 動 で 出 力 す る 場 合 に は 、 呼 期 又 は 吸 期 に 合 わ
せ て 振 動 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 生 体 情 報 セ ン サ の 取 り 付 け 位 置 や 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 出 力 は 、 呼 吸 法 の 鍛 錬 方 法
に 応 じ て 変 化 さ せ て も よ い 。 例 え ば 、 呼 吸 法 に は 、 鼻 か ら 息 を 吐 き 出 す と い う 呼 吸 法 と 、
口 か ら 息 を 吐 き 出 す と い う 呼 吸 法 が あ る 。 こ れ ら の 呼 吸 法 で は 、 生 体 情 報 セ ン サ の 種 類 や
取 り 付 け 位 置 は 同 じ で あ る が 呼 吸 可 視 化 装 置 １ の 出 力 は 全 く 逆 の も の と な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 ３ つ の 異 な る 画 像 出 力 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ の 画 像 出 力 方 法 は 、
呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル に 連 動 し て 、 画 面 の 全 体 を フ ェ ー ド イ ン 及 び フ ェ ー ド ア ウ ト さ
せ る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 、 画 像 処 理 部 ６ の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 カ メ ラ ８ で 撮 像
さ れ た ユ ー ザ の 像 は 、 合 成 用 画 像 デ ー タ 記 憶 部 ５ に 保 存 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ） 。 画 像
処 理 部 ６ は 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を 入 力 し 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 を 基 に 画 像 デ ー タ の 明 度
に 掛 け 合 わ せ る 数 値 を 算 出 す る 。 算 出 方 法 を 説 明 す る 。 画 像 処 理 部 ６ は 、 ま ず 、 出 力 レ ベ
ル の 最 大 値 を 経 験 的 に 学 習 す る 。 そ し て 、 出 力 レ ベ ル の 最 大 値 を １ と し た と き の 現 在 の 出
力 レ ベ ル の 割 合 を 算 出 す る 。 こ れ が 、 明 度 に 掛 け 合 わ せ る 数 値 で あ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ）
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 数 値 は 、 ユ ー ザ が 息 を 吸 い 込 ん だ 量 に 比 例 す る 。 ユ ー ザ が 十 分 に 息 を 吸 い 込 ん だ と
き は 、 こ の 数 値 が １ と な り 、 ユ ー ザ が 息 を 吐 き 出 し た と き に は ０ に な る 。 表 示 部 １ ０ に 表
示 さ れ る 画 像 は 、 数 値 が 小 さ く な る に つ れ て フ ェ ー ド ア ウ ト し 、 数 値 が 大 き く な る に つ れ
て フ ェ ー ド イ ン す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ９ は 、 第 １ の 画 像 出 力 方 法 に お け る 出 力 例 で あ る 。 こ の 図 は 、 ユ ー ザ が 息 を 吸 い 始 め
て か ら 吐 き 終 わ る ま で に お け る 画 像 の 変 化 を 示 し て い る 。 ユ ー ザ が 息 を 吸 い 始 め る 前 は 、
呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 低 い た め 、 明 度 に 掛 け 合 わ せ る 数 値 が ０ と な る 。 そ こ で 、 明
度 が ０ の 画 像 、 す な わ ち 黒 い 画 像 が 表 示 さ れ る 。 ま た 、 ユ ー ザ が 息 を 吸 っ て い る 過 程 で は
、 明 度 に 掛 け 合 わ せ る 数 値 が ０ ～ １ の 間 の 数 値 を 取 る の で 、 元 画 像 よ り も 明 度 の 低 い 画 像
が 表 示 さ れ る 。 そ し て 、 ユ ー ザ が 十 分 に 息 を 吸 う と 、 明 度 に 掛 け 合 わ せ る 数 値 が １ と な り
、 元 画 像 と 同 じ 明 る さ の 画 像 が 表 示 さ れ る 。 ユ ー ザ が 息 を 吐 き 出 す と 明 度 が 徐 々 に 低 く な
り 、 ユ ー ザ が 息 を 吐 き 終 わ る と き に は 黒 い 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 第 ２ の 画 像 出 力 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ の 画 像 出 力 方 法 は 、 ２ つ の 画 像 を 切
り 換 え る 方 法 で あ る 。 こ こ で は 、 ２ つ の 画 像 と し て カ メ ラ ８ で 撮 像 し た 画 像 と 、 黒 一 色 の
画 像 を 例 と し て 説 明 す る 。 ２ つ の 画 像 は 、 そ れ 以 外 の も の で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ の 画 像 出 力 方 法 で は 、 画 像 出 力 の 前 処 理 と し て あ る 閾 値 を 設 定 す る 。 閾 値 は 、 ユ ー
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ザ が 手 動 で 入 力 し て も よ い し 、 画 像 処 理 部 ６ が 学 習 に よ り 決 定 し て も よ い 。 図 １ ０ は 、 第
２ の 画 像 出 力 方 法 に お け る 画 像 処 理 部 ６ の 処 理 手 順 を 示 し て い る 。 画 像 処 理 部 ６ は 、 呼 吸
セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル と 、 閾 値 と を 比 較 す る 。 そ し て 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 閾 値
よ り も 大 き い と き （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ； Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 カ メ ラ ８ が 撮 像 し た 画 像 を 表 示 部 １ ０ に
出 力 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ） 。 一 方 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 閾 値 よ り も 小 さ い と
き （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ； Ｎ Ｏ ） 、 黒 画 面 を 表 示 部 １ ０ に 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ １ は 、 第 ２ の 画 像 出 力 方 法 に お け る 出 力 例 で あ る 。 図 １ １ の 下 段 は 、 呼 吸 セ ン サ ７
の 出 力 レ ベ ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。 こ の グ ラ フ に 描 画 さ れ た 水 平 方 向 の 基 準 線 は 、 閾 値 の
高 さ を 示 し て い る 。 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル と 閾 値 と の 交 点 は 、 画 像 の 切 り 換 え タ イ ミ
ン グ で あ る 。 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 閾 値 よ り 高 い と き に は カ メ ラ ８ か ら の 画 像 が 表
示 部 １ ０ に 出 力 さ れ 、 呼 吸 セ ン サ ７ の 出 力 レ ベ ル が 閾 値 よ り 低 い と き に は 黒 い 画 像 が 表 示
部 １ ０ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ３ の 画 像 出 力 方 法 は 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 で 紹 介 し た 出 力 画 像 の 背 景 を
変 え る 方 法 で あ る 。 上 述 し た 画 像 出 力 方 法 で は 、 ユ ー ザ が 存 在 し な い 画 像 を カ メ ラ ８ で 撮
像 し 、 現 在 カ メ ラ ８ で 撮 像 し て い る 画 像 と 、 ユ ー ザ が 存 在 し な い 画 像 と の 差 分 を 取 り 、 ユ
ー ザ の み の 画 像 を 生 成 し た 。 そ し て 、 ユ ー ザ の み の 画 像 と ユ ー ザ が 存 在 し な い 画 像 と を α
ブ レ ン デ ィ ン グ し 、 ユ ー ザ の み が フ ェ ー ド イ ン 及 び フ ェ ー ド ア ウ ト す る 画 像 を 生 成 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ３ の 画 像 出 力 方 法 で は 、 α ブ レ ン デ ィ ン グ す る 際 の 背 景 画 像 と し て カ メ ラ ８ で 撮 像 し
た 画 像 以 外 の 画 像 を 使 用 す る 。 図 １ ２ は 、 富 士 山 の 画 像 と ユ ー ザ の 画 像 と を α ブ レ ン ド し
た と き の 出 力 で あ る 。 な お 、 背 景 だ け で な く 前 面 の 画 像 を 変 え て も よ い 。 例 え ば 、 ユ ー ザ
の 代 わ り に ア ニ メ ー シ ョ ン な ど を 合 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 画 像 合 成 部 は 、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ が 算 出 し た 呼 吸 に 関 す る 情 報 を 合 成 し て 表 示 す る
こ と も 可 能 で あ る 。 図 １ ３ は 、 呼 吸 に 関 す る 情 報 を 重 ね て 表 示 し た と き の 画 面 例 で あ る 。
画 像 合 成 部 は 、 呼 吸 デ ー タ 処 理 部 １ １ が 算 出 し た 単 位 時 間 当 た り の 呼 吸 、 呼 吸 周 期 、 画 像
を 表 示 し 始 め て か ら の 経 過 時 間 、 遅 延 時 間 な ど を 表 示 部 １ ０ に 重 ね て 表 示 す る 。 こ れ に よ
り 、 呼 吸 可 視 化 装 置 １ は 、 正 確 か つ 詳 細 な 呼 吸 の 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 い で 、 呼 吸 器 官 以 外 の 器 官 の 運 動 を 可 視 化 す る 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 は 、 自
律 神 経 に よ る 不 随 意 的 な 制 御 と ユ ー ザ の 意 思 に よ る 随 意 的 な 制 御 の 両 方 を 受 け る 身 体 器 官
の 運 動 を 可 視 化 す る も の で あ る 。 随 意 的 及 び 不 随 意 的 な 制 御 を 受 け る 身 体 器 官 の 運 動 に は
、 瞬 目 、 眼 球 運 動 、 筋 電 位 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 瞬 目 は 、 眼 球 の 表 面 に 涙 の 膜 を 作 っ た り 、 衝 撃 か ら 眼 球 を 保 護 し た り し て い る 。 衝 撃 か
ら 眼 球 を 守 る た め の 瞬 目 は 、 反 射 運 動 で あ る た め 、 瞬 発 的 で あ る 。 一 方 、 眼 球 の 表 面 に 涙
の 膜 を 作 る た め の 瞬 目 は 、 継 続 的 な 運 動 で あ り 、 こ の 瞬 目 を 定 期 的 に 行 わ な い と 、 目 が 乾
き や す く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 近 年 、 ド ラ イ ア イ な ど と い う 言 葉 が 存 在 す る よ う に 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の ユ ー ザ
や ゲ ー ム プ レ ー ヤ の 瞬 目 の 回 数 が 低 下 し 、 目 が 乾 き や す く な っ て い る 。 実 施 例 ３ は 、 ユ ー
ザ に 瞬 目 を 誘 発 さ せ る 画 面 制 御 方 法 を 紹 介 す る 。 こ の 画 面 制 御 方 法 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ
ュ ー タ に 適 用 さ れ る が 、 ゲ ー ム や テ レ ビ の よ う に 画 面 を 備 え る 電 子 機 器 に 適 用 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ４ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ３ ０ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ ３ ０ は 、 演 算 制 御 装 置 で あ る Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ の 作 業 領 域 で あ る Ｒ
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Ａ Ｍ ３ ２ 、 書 き 換 え 不 可 能 な プ ロ グ ラ ム や 設 定 情 報 を 記 憶 す る Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ 、 パ ー ソ ナ ル コ
ン ピ ュ ー タ ３ ０ に 様 々 な 機 能 を 実 行 さ せ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ 、 ユ ー ザ の 瞬
目 の 間 隔 に 応 じ て ア プ リ ケ ー シ ョ ン 画 面 の 表 示 を 変 化 さ せ る 画 像 処 理 部 ３ ５ 、 ユ ー ザ の 瞬
目 を 検 出 す る 瞬 目 セ ン サ ３ ６ を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 ユ ー ザ が 瞬 き し て か ら 次 の 瞬 き が 発 生 す る ま で の 時 間 を 計 測 す る 。
画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 所 定 時 間 以 上 瞬 目 が 発 生 し な い と 、 ユ ー ザ の 瞬 目 を 誘 発 す る た め 、 表
示 部 ３ ７ に 出 力 さ れ る 画 像 に 所 定 の 画 像 処 理 を 施 す 。 こ の 画 像 処 理 は 、 表 示 画 像 を ぼ か し
た り 、 暗 く し た り す る な ど で あ り 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 瞬 き の 回 数 不 足 を 認 識 し 、 意 識
的 に 瞬 き を 行 う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 ユ ー ザ と 呼 吸 可 視 化 装 置 と の 間 に 形 成 さ れ る フ ィ ー ド バ ッ ク ル ー プ を 示 す 模 式 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 呼 吸 可 視 化 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 呼 吸 セ ン サ の 出 力 レ ベ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 画 像 合 成 処 理 の 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 α ブ レ ン デ ィ ン グ 処 理 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 呼 吸 セ ン サ の 出 力 レ ベ ル に 対 す る 合 成 画 像 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 呼 吸 可 視 化 装 置 の 動 作 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 第 1の 画 像 出 力 方 法 に お け る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 第 1の 画 像 出 力 方 法 に お け る 出 力 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ の 画 像 出 力 方 法 に お け る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ２ の 画 像 出 力 方 法 に お け る 出 力 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ３ の 画 像 出 力 方 法 に お け る 出 力 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 呼 吸 に 関 す る 情 報 を 重 ね て 表 示 し た と き の 出 力 画 面 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 例 ３ に お け る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ 　 呼 吸 可 視 化 装 置 、 ２ 　 Ｃ Ｐ Ｕ 、 ３ 　 Ｒ Ｏ Ｍ 、 ４ 　 Ｒ Ａ Ｍ 、 ５ 　 合 成 用 画 像 デ ー タ 記 憶
部 、 ６ 　 画 像 処 理 部 、 ７ 　 呼 吸 セ ン サ 、 ８ 　 カ メ ラ 、 １ ０ 　 表 示 部 、 １ １ 　 呼 吸 デ ー タ 処
理 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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